
ユニットプライス型積算の概要ユニットプライス型積算の概要

国土交通省

「国土交通省 公共事業コスト構造改革プログラム」
【 施策名：（３）調達の最適化　【２】積算の見直し 】

あ

鉄筋工鉄筋工

15 t×89,110円/t
= 1,336,650円鉄筋 1.03×37,000円 = 38,110円

鉄筋工 1×51,000円 = 51,000円
合計（1ｔ当たり） 89,110円

特殊作業員

コンクリート

合計 15,300,000円

◎材料費

◎労務費・機械費

型枠工

普通作業員

15.7人×18,100円/人 = 284,170円

10.2×10,900円 = 111,180円

10.0人×13,900円/人 = 139,000円

･･･

･･･

合計（100m2当たり） 593,000円

型枠工型枠工

◎労務費

コンクリート工コンクリート工

◎材料費

0.40人×17,600円/人 = 5,840円

◎労務費

普通作業員 0.54人×13,900円/人 = 7,506円･･･

･･･

◎機械経費

ポンプ車 0.10日×71,490円/日 = 7,149円

合計（10m3当たり） 138,000円

211m3×13,800円/m3
= 2,911,800円

歩掛 単価

･･･

＋

＋

＋

現行積算

503m2×5,930円/m2
= 2,982,790円
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・機械損料調査
・諸経費調査
・市場単価調査

鉄筋 15ｔ鉄筋 15ｔ

コンクリート 211m3コンクリート 211m3

カルバート 30mカルバート 30m

あ

鉄筋工鉄筋工

15 t×89,110円/t
= 1,336,650円鉄筋 1.03×37,000円 = 38,110円

鉄筋工 1×51,000円 = 51,000円
合計（1ｔ当たり） 89,110円

特殊作業員

コンクリート

合計 15,300,000円

◎材料費

◎労務費・機械費

型枠工

普通作業員

15.7人×18,100円/人 = 284,170円

10.2×10,900円 = 111,180円

10.0人×13,900円/人 = 139,000円

･･･

･･･

合計（100m2当たり） 593,000円

型枠工型枠工

◎労務費

コンクリート工コンクリート工

◎材料費

0.40人×17,600円/人 = 5,840円

◎労務費

普通作業員 0.54人×13,900円/人 = 7,506円･･･

･･･

◎機械経費

ポンプ車 0.10日×71,490円/日 = 7,149円

合計（10m3当たり） 138,000円

211m3×13,800円/m3
= 2,911,800円

歩掛 単価

･･･

＋

＋

＋

現行積算

503m2×5,930円/m2
= 2,982,790円

0

10

20

30

40

50

～
6
,0
0
0

～
9
,0
0
0

～
1
2
,0
0
0

～
1
5
,0
0
0

～
1
8
,0
0
0

～
2
1
,0
0
0

～
2
4
,0
0
0

～
2
7
,0
0
0

～
3
0
,0
0
0

～
3
3
,0
0
0

(円）

(人） 労務費調査

0

10

20

30

40

50

～
6
,0
0
0

～
9
,0
0
0

～
1
2
,0
0
0

～
1
5
,0
0
0

～
1
8
,0
0
0

～
2
1
,0
0
0

～
2
4
,0
0
0

～
2
7
,0
0
0

～
3
0
,0
0
0

～
3
3
,0
0
0

(円）

(人） 労務費調査

0

1

2

3

4

5

6

3
,0
5
0

3
,1
0
0

3
,1
5
0

3
,2
0
0

3
,2
5
0

3
,3
0
0

3
,3
5
0

単価(円 /m3）

資材調査

0

1

2

3

4

5

6

3
,0
5
0

3
,1
0
0

3
,1
5
0

3
,2
0
0

3
,2
5
0

3
,3
0
0

3
,3
5
0

単価(円 /m3）

資材調査

0
5

10
15
20
25
30
35
40

～
１人

～
１．

５人
～
２人

～
２．

５人
～
３人

～
３．

５人
～
４人

～
４．

５人
～
５人

歩掛調査

0
5

10
15
20
25
30
35
40

～
１人

～
１．

５人
～
２人

～
２．

５人
～
３人

～
３．

５人
～
４人

～
４．

５人
～
５人

歩掛調査

各
種
調
査
（
一
般
的
に
取
引
Ｃ
）

・機械損料調査
・諸経費調査
・市場単価調査

鉄筋 15ｔ鉄筋 15ｔ

コンクリート 211m3コンクリート 211m3
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あ

実績データＤＢ

ユニットプライス型積算

510,000円/m

30m×510,000円/m

合計 15,300,000円

取引Ａ
（Ａ工事）

取引Ａ
（Ｂ工事）

取引Ａ
（Ｃ工事）

取引Ａ
（Ｄ工事） ・・・

カルバート 30mカルバート 30m

あ

実績データＤＢ

ユニットプライス型積算

510,000円/m

30m×510,000円/m

合計 15,300,000円

取引Ａ
（Ａ工事）

取引Ａ
（Ｂ工事）

取引Ａ
（Ｃ工事）

取引Ａ
（Ｄ工事） ・・・

カルバート 30mカルバート 30m

①より適切に把握できる市場価格である工種単位毎の合意単価を用いる→価格の透明性・説明性が向上
②適用するユニットの条件を明示→設計変更協議が円滑となり、契約上の双務性が向上
③目的物単位の工事費の把握が容易→出来高が明確になる
④発注者は機能もしくは物を買う積算→民間の活力が期待される
⑤積算の合理化が図られる→多大な労力を要している精緻な積算を省力化

期待
される
効果

発注者 元請業者 下請業者 供給者／労働者取引Ａ 取引Ｂ 取引Ｃ

下請業者
取引Ｂ

供給者／労働者取引Ｃ

供給者／労働者
取引Ｃ

現行積算は、資材価格調査のように取引Ｃを押さえている
ﾕﾆｯﾄﾌﾟﾗｲｽ型積算では、契約の当事者である取引Ａを押さえる
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